アラシシボリ　ノ　デジタル　アーカイブ　サクセイ　ト　レキシテキ　ヘンセン　ニ　カンスル　ケンキュウ by 上田, 香
Osaka University
Title嵐絞りのデジタルアーカイブ作成と歴史的変遷に関する研究
Author(s)上田, 香
Citationデザイン理論. 63 P.98-P.99
Issue Date2014-02-28
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/56395
DOI
Rights
嵐絞りのデジタルアーカイブ作成と歴史的変遷に関する研究
上田　香／京都嵯峨芸術大学
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　名古屋市緑区有松地区は，絞り染めの国内
有数の産地として知られる。竹田庄九朗が
1610年（慶長15年）から1614年（慶長19年）
にかけて行われた名古屋城築城のために九州
から来ていた人々の着用していた豊後絞りを
見て，当時生産が始められていた三河木綿に
絞り染めを施した手ぬぐいを街道を往来する
人々に土産として売るようになったのが有松
絞りの始まりと言われる。
　発表者は，現在職人が減少している絞り技
術の維持・保全と，新たな絞りプロダクトの
開発による伝統工芸としての絞り産業の再生
を目的として，有松に伝わる技法を用いて制
作された絞りのデジタルアーカイブ作成に取
り組んでいる。
　今回は，有松絞りの中でも特異な技法・意
匠と歴史的変遷を持つ嵐絞りを分析・再評価
し，伝統工芸の維持・保全と新規展開に重要
な事柄を明らかにする。
嵐絞り誕生の背景
　明治時代になり尾張藩の庇護（営業独占
権）が消失し，有松絞りは衰退期に入る。
　この苦境を切り開いたのが，明治９年から
12年の間に鈴木金蔵氏により発明された嵐絞
りである。尾張藩による庇護は失われたが，
新技法の発明とその特許に守られ，有松絞り
は全盛期を迎えた。
嵐絞りの技法的特徴
　嵐絞りの制作方法は独特である。
　①約4.2m の丸太に布地を巻き，②これを
回転させて糸を巻き，③生地を押し縮め，	
④染色することにより模様を作り出す。
	 技法的特徴１：男性職人
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　嵐絞り以外の有松絞りの担い手は女性で，
昔も今もいわゆる内職に支えられている。
　これに対し，嵐絞りは腕力のある男性が機
器を用いて，しわ加工を施し，各種の模様を
作り出す技法である。棒には直径が少しずつ
細くなる加工が施されていたが，２人掛かり
の重労働であった。
	 技法的特徴２：工場組織
　有松絞りの中では，珍しく分業の必要が無
く一貫制作が可能で，装置も比較的大きかっ
たため，最盛期には工場組織で制作されてい
た。
	 技法的特徴３：大量生産
　有松絞りには三浦絞りのように細かい括り
が必要で，１年に数反の制作が限度といった
技法もあるが，嵐絞りは一度に２反を１本の
丸太を用い絞ることができ，大量生産が可能
であった。更に，戦前は丸太棒のまま染槽に
浸けて染めていた。
　ただし，習得に時間を要し，技法の継承が
難しかったと言われている。
嵐絞りの意匠的特徴
　嵐絞りは絞り技法の中で，直線的で細かい
文様を作り出すことが可能な技法で，その直
線的な意匠に特徴がある。さらに，全盛期に
は技法が100種を超え，	バリエーションの豊
かさとラインを複雑に組み合わせたデザイン
が粋である。
　嵐絞りは絞り以外の技法と異なり，直線過
ぎない線や，わずかな滲みが特徴で，特に幾
何学模様として表現された際に，この大らか
さが本来単調である幾何学模様に美しい表情
をもたらす。この様な意匠的特徴からほとん
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どが男物浴衣に用いられた。
　嵐絞りは浴衣に用いられた他の染色技法
「注染中形」等に比べ，前述した優れた風合
いを有していたが，有松絞りの中では安価と
はいえ，他の染色技法より高価であった。
嵐絞りの隆盛
　明治30年に特許庁が鈴木金蔵氏による「日
本桜」を意匠登録してから順調に生産量が増
加した。最盛期には絞りの男物浴衣のほぼ全
てが嵐絞りであった。
　当時の有松絞り生産量全体の２割程度を占
めていたと推測される。
嵐絞りの衰退とその要因
　戦後，嵐絞りが急速に衰退した要因として，
以下の理由が考えられる。
	 衰退の要因１：着物文化衰退と人件費高騰
　有松絞りに限らず，染織伝統工芸は，着物
文化の衰退による消費の低迷と中国等の低価
格攻勢に曝され，生産量が減少した。
	 衰退の要因２：流行の変化
　大正天皇即位に合わせて大典絞りが流行し，
大正時代には男物浴衣として，昭和時代には
女物浴衣として多く用いられ，嵐絞りの勢い
は一旦落ちたと推察される。更に，必ずしも
高級品を必要としない男物浴衣市場では，価
格面で中形等の他の染色方法に劣っていた。
	 衰退の要因３：男性職人
　腕力のある男性が器具を用いて作り出す技
法であるため，第２次世界大戦の戦前・戦
中・戦後の男手不足により，急速に生産量が
落ちた。更に，習得までに時間を要する技法
で，継承することが難しかった。
	 衰退の要因４：工場組織
　一貫制作が可能で工場組織で生産されてい
たため，消費が低迷期を迎えると，工場組織
の維持が困難となり，内職を生産手段とする
他の有松絞りの様に維持・保存することがよ
り難しかった。
　嵐絞りは，一時代において隆盛を極め，産
地有松に貢献したが，旧来の有松絞りとは同
化しえない技法であったため，その衰退のス
ピードも速かったと言える。
ま  と  め
　伝統工芸低迷の打開策としての新規技法開
拓は，有松絞りにおける嵐絞りに止まらない。
　嵐絞りの隆盛と衰退の歴史は，真に伝統に
溶け込む難しさを指し示している。
　しかしながら，嵐絞りを生み出したチャレ
ンジ魂が，岩手県の南部茜・紫根絞り，福岡
県の博多絞り，秋田県の浅舞絞り，新潟県の
白根絞り，大分県の豊後絞り等多くの絞り産
地が衰退した中で，有松を随一の絞り産地と
して存続させた原動力とも言える。
　有松絞りをはじめとする伝統工芸の保持に
は，新技法の開発や新用途の開拓等「不断の
挑戦」が必要なことを嵐絞りは教えているの
ではないか。
　有松の開祖である竹田庄九郎の直系にあた
る竹田嘉兵衛商店が保有する絞り作品のデジ
タルアーカイブ作成過程で判明したことは，
有松絞り作品のカラー記録が予想外に少なく，
過去の著作物にモノクロ写真が掲載されてい
る嵐絞り作品もその多くが行方不明である現
実である。職人が減少しているのみならず，
保存されている作品も技法・歴史を伝承でき
る人も数少なくなっている現状において，竹
田嘉兵衛商店保有作品の一層の保全をはかる
とともに，竹田耕三氏に代表される専門家の
知識 ･ 経験を正確に記録・保存する重要性を
改めて痛感した。
